
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  ＜令和５年＞２月行事予定 
6 日(月)防災推進の街づくり仲間の会 

井戸端会議 9:30 室内プール前井戸 

8 日(水)森の自然塾運営会議 

9:30 恋ヶ窪公民館 

11 日(土)ふるさとの会合同幹部会 

14:00〜恋ヶ窪公民館 

18 日(土)日吉町町内会定例会 

13:30 日吉フードセンター 

19 日(日) 森の自然塾 

    9:30 エックス山中央集合 

19日(日)国分寺市環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「湧水･池･

野川 水循環」水循環研究所長:飯田

輝男氏 ・13:30(開場 13:00) 

リオンホール( Cocobunji WEST-5 階) 

19 日(日)防災推進の街づくり仲間の会  

   14:00 恋ヶ窪公民館 

26 日(日)姿見の池ホタルの会 

         作業： 9:30 姿見の池 

会議：14:00 恋ヶ窪公民館 

27 日(月)会報配布準備(含む印刷) 

13:30 恋ヶ窪公民館 

27 日(月)多摩に歩く会会議(会報配布準備

終了後) 14:15 恋ヶ窪公民館  

 

「防災推進の街づくり仲間の会の紹介」 

防災推進の街づくり仲間の会 代表 荒川隆二 

防災推進の街づくり仲間の会は NPO 法人国分寺市にふるさとをつく

る会の関連団体として平成 25 年 1 月に設立され、今年で 10 年目となり

ます。主な活動地域は南側が JR 中央線、西側が新府中街道、北側が市役

所通り、東側が西武線から府中街道の区域で、町名ですと西恋ヶ窪 2・3・

4 丁目と日吉町 1・4 丁目の一部地域となります。当初は新府中街道によ

って分断される地域にて防災推進地区を設立する目的でふるさとをつく

る会の会員を主体として活動を始めました。しかしその後、市より防災推

進地区の設立には自治会や町内会等の団体でなければならないとの指導

により、現在は活動地域内における防災・減災活動や、既設防災推進地区

と連動した防災活動を実施しておりま 

す。主な活動としては、毎月室内プー 

ル前井戸にて井戸端会議を開催し、 

大きな災害が発生した際には生活用水 

として活用できるように、井戸周りの 

清掃、簡易水質検査、参加者による情 

報交換を実施しております。 

また、会員の知識や技術向上のため 

に東京消防庁の防災館を利用した防災 

研修会を毎年開催しております。防災 

訓練については年 2 回、内藤・日吉 

地域連合防災会と連動して内藤さつき 

公園とすぎのこ公園にて実施しており 

ます。また、災害時には地区防災セン 

ターとなる五小・九小との顔の見える 

関係づくりとして保護者が参加する防犯・防災委員会への参加や、子供達

の防災教育である防災プログラムのお手伝いをしております。新型コロナ

ウィルスが感染拡大してからは防災講演会・学習会の開催は控えておりま

す。現在首都直下地震が危惧されておりますが、大災害発生の際は、自助・

共助、特に近所の連帯・繋がりが大きな力となります。そのためにも興味

のある活動がありましたらぜひご参加ください。 

 

 

 

特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

  理事長 岡本 浜夫 
〒185-0032 東京都国分寺市日吉町 3-7-8 
℡：090-6937-8070  fax：042-325-7616 
E-mail:hatamatu@mint.ocn.ne.jp 

「本会の会計を担当するにあたって」  副理事長 近藤 洋 

１年前から「ふるさとの会」の会計を担当することになりました。 

しかしながら、勤めていた時代にも経理・会計の実務経験はなく、 

半端な知識しか持ち合わせないうえに、ケアレスミスの多い性向からし

ても適任とは思えません。 

 しかも、近年の物忘れのひどさや、いつ事故があってもおかしくない 

自分の年齢、健康状態も考えなければなりません。  

 

国分寺市にふるさとをつくる会 

２５１号   令和５年２月１日発行 

そこで逆にそのような自覚・自戒も込めて、トラブルが起こりにくいルールや事故が起きてもその影響が少な

くて済むようなシステムにしておく必要があると考えます。 

 その手始めは、「お金の授受は必ず領収書等と同時交換で」、「記帳は遅滞なく帳簿はオープンで」、「領収書等の

整理・整頓」等です。これらは経理・会計の「いろは」でもあります。特段難しいことではありませんが、励行

するとなると決して容易ではありません。 

要点はこれらが励行され、そのことを別の人も見えていることだと思います。 

 以上自戒を込めて陳腐なことを申し述べましたが、少しでも皆様にも思い当たる点があれば幸いです。 

 

 

≪２月森の自然塾案内≫    

２月 19 日（第３日曜日） 

･集合：Ｘ山中央広場 9:30 

･集合後⇒姿見の池と周辺樹林地へ 

１． 野鳥と水鳥のお話し 

２． 双眼鏡の使い方 

３． ﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞ（水辺と樹林地） 

４． 鳥合わせ 

※①双眼鏡の 

ある方、 

ご持参ください 

  

②雨天の場合は市立九小図書室 

 

 

 

 

防災研修会 

井戸端会議 

井戸端会議 

シジュウカラ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

国分寺市に 
ふるさとをつくる会 

 

「１月の自然塾を終えて」            森の自然塾 NEAL インストラクター 二瓶文博                                                 

 １月自然塾の前半は、「木や草の冬越し」というタイトルで、植物がどのようにして冬の寒さから身を守って

いるかを知ってもらいました。九小の図書室を使わせてもらえたので、スライドを使ったり、実物を見てもらっ

たりと工夫をしましたが、多様な自然の仕組みを簡単に話す難しさを痛感しました。 

後半のプログラムは、ドングリに顔やお腹の絵を書いてどんぐりトトロ 

を作るクラフトです。小さなドングリに顔を書くので、子供たちには難しい 

のではないかと心配していました。 

いつものように、塾の最後にアンケートで感想を聞いたところ、冬越しの 

話は、３年生には「よく分かった」が多くありましたが、１，２年生には 

「少し難しかった」が半数程度ありました。それに対して、クラフトの方は 

「やさしかった」「楽しかった」が大半でした。 

また、作品の出来栄えのすばらしさは、スタッフ 

一同が驚くほどでした。 

今年度の残り少なくなってきて、子供たちの成長 

の著しさを痛感するとともに、自然のふしぎを小 

学校１、２年生の子供たちにどのように伝えるか、 

改めて私たちの課題を認識した自然塾でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪国分寺市防災講演会≫ 

「東京の新しい直下地震の被害想定と震災への備え」 

防災推進の街づくり仲間の会 代表 荒川隆二 

今年は関東大震災から 100 年目となります。その後、阪神・淡

路、中越、東日本、熊本、大阪北部、北海道胆振東部と震度 6

以上の大地震が発生しており、首都圏においては関東大震災以来

の首都直下地震が危惧されております。2012 年に東京都より首

都直下地震の被害想定が発表されましたが、昨年 10 年ぶりに被

害想定の見直しが行われました。今回の講演会は首都直下地震の

被害想定にも携わった東京都立大学名誉教授の中林一樹氏が講

師としてお話しされました。首都直下地震について、立川断層帯

地震は活断層による地下の浅い部分を震源地とするため、被害想

定に大きな変化はありませんが、多摩東部地震については建物、

人的被害想定が減少しました。要因として耐震構造による建築物

の増加や家具転倒防止装置の設置などがあげられます。一方、マ

ンションの増加によるエレベーターの閉じ込めや、ブロック塀等

の死傷者は増加しております。また、多摩東部地震ではプレート

の深さが見直され、震源地が深くなったため多摩地域の被害は減

少しましたが、被害地域が拡大されました。その結果特に大きな

被害が予想されるのは多摩以上に都心部を中心とした区部への

影響が拡大されました。そのため、多摩東部地震が発生すると、

全国からの支援は多摩地域ではなく区部に集中するものと思わ

れます。そのためにも日頃からの自助が重要であります。「自助

なくして共助なし」地域の全員が自助を怠ると全員が被害者にな

る。助けるつもりが、全員助けてもらう被災者になってしまえば、

共助は成り立たない。災害に強い街とは、共助の街ではない。 

街の全員が自助に取り組んでいる街が、災害に強い街である。 

 

防犯パトロール参加 1000 回を達成して 

      日吉町町内会   笠井健次郎 

16 年前の平成１９年 

２月の寒い朝、前会長 

の前島さんの訪問を受 

け、妻が応対しお話を 

伺いました。奥にいた 

私に「いいんじゃない」 

と伝えてくれ、即刻入 

会を決めました。 

以後雨の日も猛暑の日も会社勤めのようにやって

きました。800 回までは皆さんと一緒に歩けまし

たが 3 年前に在宅時に脳梗塞を患いました。40 日

の入院リハビリを受け 4 か月後に復帰しました

が、コースの全部は無理なので、初めのミーティ

ングに参加し、自宅まで帰るという短縮コースを

設定していただき続けることが出来ました。さて、

会社勤めのようにと書きましたが、家事をほとん

どせず、すべては私の思うまま、という生活が出

来たから達成できたといえると思い改めて妻への

感謝の気持ちを新たにします。 

最近の杖をついての青息吐息の姿に仲間の激励

の言葉も嬉しいものです。また、追い越しざまに

「こんにちは」と振り返る子供たちに「車に気を

つけて」と返答するときも、幸せを感じています。

87 歳ですがもう暫く続けます。 

 

 

ＱＲコード 

《スライドを使った学習》 

《ドングリ クラフト作り》 


